
　
　
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
と
阿
南
共

栄
病
院
が
統
合
す
る
ま
で
の
経
緯

は
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

Q１
　
　

平
成
21
年
12
月
に
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生

連
、
阿
南
市
医
師
会
お
よ
び
本
市
の

三
者
は
、
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
、
阿
南

共
栄
病
院
の
両
病
院
と
も
、
医
師
の
高
齢

化
や
医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
救
急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

医
療
体
制
の
将
来
的
な
維
持
は
困
難
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
地
域
医
療
の

在
り
方
や
両
病
院
の
連
携
の
方
策
等
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
を
行
う
「
阿
南
市
の
地

域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
そ
の
方
策
等
に
つ
い
て
結
論
を
見
い

だ
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
25
年
３
月
、
医

師
会
が
、
将
来
的
な
地
域
医
療
の
衰
退
を

避
け
た
い
と
の
思
い
で
、
阿
南
医
師
会
中

央
病
院
の
資
産
お
よ
び
経
営
権
等
を
譲
渡

す
る
旨
の
申
出
が
あ
り
、
そ
の
後
40
数
回

に
わ
た
る
調
整
・
協
議
を
重
ね
て
、
三
者

間
で
両
病
院
統
合
へ
の
合
意
が
で
き
、
平

成
25
年
11
月
に
「
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に

向
け
て
の
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ１

　

徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
が
施
設
等
を
整

備
し
、
運
営
を
す
る
「
阿
南
医
療
セ
ン

タ
ー
」
は
、
平
成
27
年
６
月
か
ら
設
計

作
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

去
る
３
月
28
日
に
請
負
業
者
が
決
定
し
、

５
月
１
日
に
起
工
式
を
執
り
行
い
、
い

よ
い
よ
建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南

医
師
会
中
央
病
院
の
統
合
に
よ
る
「
医

療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の

確
立
を
図
る
た
め
に
、
何
と
し
て
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要

施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
、
可
能
な
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
月
号
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
市
議
会
な
ど
で
の
意
見
や

提
言
等
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
一
部
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
が
「
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
施
設
等
の
整
備
に
伴
い
、
財
政
支
援

を
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚

生
連
と
「
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
主
な
内
容
も
併
せ
て
紹
介

し
ま
す
。

　

同
時
に
「
覚
書
」
に
掲
げ
る
事
項
の
協

議
お
よ
び
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た

主
要
事
項
を
検
討
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
徳
島
厚

生
連
、
医
師
会
お
よ
び
本
市
で
構
成
す
る

「
設
立
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
設
立
委
員
会
」
で
は
、
検
討
体
制
や

医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
を
決
定
し
た
ほ
か
、
医
療
セ
ン

タ
ー
の
基
本
的
な
考
え
方
や
概
要
な
ど
を

掲
げ
た
「
基
本
構
想
」
を
平
成
26
年
４
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
設
立
委
員
会
」
は
、
平
成
26

年
12
月
に
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
・
基
本
方
針
を
は
じ
め
、
主
要
機
能
、

診
療
科
目
、
病
床
規
模
な
ど
を
明
記
し
た

「
基
本
計
画
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
と
医
師
会

は
、
平
成
27
年
10
月
に
両
病
院
の
経
営
統

合
に
向
け
て
、
財
務
お
よ
び
人
事
・
労
務

関
係
の
基
本
事
項
を
定
め
た
「
基
本
協
定

書
」
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年

３
月
に
は
、
医
師
会
か
ら
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生

連
に
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
の
資
産
お
よ

び
経
営
権
等
を
譲
渡
す
る
旨
の
「
譲
渡
契

約
書
」
を
締
結
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
、
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
は
、
Ｊ
Ａ

徳
島
厚
生
連
が
運
営
す
る
「
阿
南
中
央
病

院
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
両
病
院
の
円
滑
な

統
合
を
図
れ
る
よ
う
そ
の
調
整
役
を
果
た

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
阿
南
共
栄
病
院
の
よ
う
に
厚
生
連

が
運
営
す
る
病
院
と
は
、
ど
う
い

っ
た
病
院
な
の
で
す
か
。

Q２
　
　

厚
生
連
の
病
院
は
、「
医
療
法
」
に
よ

り
公
的
病
院
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

公
的
病
院
と
は
、
国
・
県
や
市
町
村
、

独
立
行
政
法
人
等
が
開
設
す
る
病
院
で
あ

り
、
県
内
の
公
的
病
院
は
、
阿
南
共
栄
病

院
を
は
じ
め
、
徳
島
大
学
病
院
、
徳
島
県

立
病
院
（
中
央
・
三
好
・
海
部
）、
徳
島

市
民
病
院
、
徳
島
赤
十
字
病
院
な
ど
20
施

設
あ
り
ま
す
。

　

公
的
病
院
は
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し

て
、
地
域
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
高
度
専
門
医
療
、
救
急
医

療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
周
産
期

医
療
な
ど
の
政
策
的
な
医
療
を
担
い
、
地

域
住
民
が
必
要
と
す
る
医
療
の
提
供
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

Ａ２

　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
の

「
災
害
拠
点
病
院
」
と
の
こ
と
で

す
が
、
大
規
模
災
害
時
に
、
そ
の
機
能

を
発
揮
で
き
る
施
設
や
体
制
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

Q３
　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
「
基
本
計
画
」
で

は
、
地
震
や
風
水
害
の
大
規
模
災
害

時
に
対
応
で
き
る
災
害
に
強
い
病
院
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
断
絶
時
の

Ａ３

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
医
療
品
等
の
備
蓄
な
ど

で
一
定
期
間
自
立
し
た
診
療
活
動
が
で
き

る
と
と
も
に
、
設
備
機
器
の
耐
震
設
計
に

よ
る
病
院
内
部
機
能
の
保
持
な
ど
、
災
害

時
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
可
能
な
施
設

に
す
る
こ
と
を
医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
阿
南
中
央
病
院
の
東
側
に
建

設
す
る
６
階
建
て
の
新
病
棟
を
免
震
構
造

と
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
発
着
で
き
る

「
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
を
新
設
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）
を
充
実
す
る
な
ど
、
広
域
的
な

災
害
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
た
新
病
院
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
災
害
時
に
お
け
る
拠
点
病
院
と
し

て
、
県
南
部
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
大

き
く
寄
与
し
ま
す
。

　
　
な
ぜ
、
市
を
は
じ
め
国
・
県
は
医

療
セ
ン
タ
ー
の
施
設
等
整
備
に
財

政
支
援
を
す
る
の
で
す
か
。

Q４
　
　

阿
南
医
師
会
中
央
病
院
と
阿
南
共
栄

病
院
と
も
、
勤
務
医
師
の
高
齢
化
や

Ａ４

阿南医療センター 建築工事へ
～平成31年春の開院をめざして～

「阿南医療センター」外観パース

シリーズ
地域医療の明日を考える

〈 3 〉

起工式で、来賓あいさつを行う徳島県　飯泉知事（右）と
阿南市　岩浅市長（左）。
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医
師
不
足
な
ど
に
よ
り
、
診
療
機
能
の
低

下
や
二
次
救
急
医
療
体
制
の
縮
小
が
進
ん

で
お
り
、
救
急
搬
送
者
数
の
約
４
割
は
市

外
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
、
市
内
で
分
娩
を

扱
う
医
療
機
関
も
阿
南
共
栄
病
院
の
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
共
栄
病
院
は
、
耐
震
化
に

向
け
た
建
て
替
え
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
医
療
が
大
き
な
危

機
に
直
面
し
て
い
る
今
、
地
域
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
、
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
新

病
院
を
設
立
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本

市
を
は
じ
め
、
国
や
県
は
、「
医
療
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
に
対
し
、
可
能
な
財
政
支

援
を
し
ま
す
。

　
　
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
本
市
補
助
金

の
交
付
額
や
交
付
方
法
等
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q５
　
　

本
市
の
補
助
金
の
交
付
額
に
つ
い
て

は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
「
基
本
計
画
」

の
概
算
整
備
事
業
費
の
額
を
も
と
に
、
建

築
工
事
費
、
設
計
費
、
医
療
機
器
な
ど
の

整
備
費
、
開
設
準
備
費
を
補
助
金
の
交
付

Ａ５

対
象
経
費
区
分
と
し
、
そ
の
区
分
ご
と
の

実
支
出
額
に
応
じ
て
交
付
す
る
と
と
も

に
、
補
助
金
の
総
額
は
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連

の
自
己
資
金
お
よ
び
他
の
補
助
金
等
の
額

を
控
除
し
た
額
と
し
、
41
億
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
補
助
金
の
交
付
方
法
に

つ
い
て
は
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
や
県
が
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
交

付
期
間
を
３
年
程
度
と
示
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
１
年
目
は
10
億
円
、
２
年
目

が
16
億
円
、
３
年
目
が
15
億
円
を
補
助
す

る
計
画
で
す
。

　
　
本
市
が
財
政
支
援
を
す
る
に
あ
た

っ
て
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
と
「
協
定

書
」
を
締
結
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
主
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

Q６
　
　
「
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」
施
設
等
整

備
事
業
の
補
助
金
に
関
す
る
協
定
書

の
主
な
内
容
は
、

（
目
的
）

　

阿
南
市
は
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
が
医
療

セ
ン
タ
ー
の
施
設
等
を
整
備
す
る
に
当
た

Ａ６

り
、
阿
南
市
の
予
算
の
範
囲
内
で
財
政
支

援
を
す
る
た
め
に
協
定
を
締
結
す
る
も
の

と
す
る
。

（
基
本
原
則
）

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

が
地
域
医
療
の
中
核
施
設
お
よ
び
災
害
時

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
医
療
の
公
共
性
と

運
営
の
健
全
性
を
保
持
す
る
こ
と
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

（
診
療
体
制
等
）

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
診
療
体
制
に
つ
い
て
、
阿
南
市
と
そ
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
24
時
間
３
６
５
日
の

二
次
救
急
医
療
体
制
の
堅
持
お
よ
び
産

科
・
小
児
科
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
医

療
要
員
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
が
ん
専
門
資
格

を
持
つ
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
育
成

に
努
め
、
先
進
医
療
に
対
応
で
き
る
医
療

機
器
の
導
入
等
を
検
討
し
、
地
域
が
ん
診

療
連
携
推
進
病
院
と
し
て
機
能
の
充
実
・

強
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
医
療
の
連
携
）

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

が
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
を

認
識
し
、「
か
か
り
つ
け
医
」
や
他
の
医

療
機
関
へ
の
支
援
と
連
携
を
基
本
と
す
る

病
診
連
携
・
病
病
連
携
に
よ
る
機
能
分
担

を
図
り
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
健
康
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
支
援
活
動

等
）

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
市
民
の
生
活
改
善
、
健
康
管

理
、
感
染
症
対
策
の
整
備
、
医
療
情
報
等

の
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
阿
南
市
が
実
施

す
る
健
康
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
支
援
を

積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
離
島
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
医
療
体
制
の
支
援
・
協
力
を

行
い
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
協
議
機
関
の
設
置
）

　

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
開

院
後
に
お
い
て
、
阿
南
市
お
よ
び
阿
南
市
医

師
会
と
新
た
な
協
力
・
支
援
関
係
を
構
築
す

る
た
め
と
地
域
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

の
協
議
機
関
と
し
て
、「
阿
南
市
地
域
医
療

協
議
会
」
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

（
補
助
金
の
交
付
）

　

阿
南
市
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
施
設
等
整

備
に
対
す
る
財
政
支
援
と
し
て
、
総
額
41
億

円
を
限
度
と
し
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
に
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

補
助
金
の
交
付
に
関
し
て
は
、
阿
南
医
療

セ
ン
タ
ー
施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
交
付
規

則
お
よ
び
市
費
補
助
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　
　
現
時
点
で
の
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

Q７
　
　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

Ａ７

起工式でＪＡ徳島厚生連経営管理委員会　佐竹弘通会長（右）と阿南
医療センター建設委員会　荒井義之委員長（左）がくわ入れを行った。

更衣室 外来
訪問看護

健診部門
化学療法

玄関ホール
医事部門

【既存第二病棟】 【既存第一病棟】 【既存第三病棟】
免振ビット

【新棟】

薬剤・放射線
内視鏡部門 救急部門

会議室
剖検・霊安室 一般病棟 ＭＥ部門

情報管理部門
吹き抜け
外来部門 外来・検査部門 外来・検査部門

ＳＰＤ
職員厚生施設

地域包括ケア
緩和ケア病棟 療養病棟 手術室 一般病棟

一般病棟 リハビリ
回復リハ病棟 管理部門 血液浄化部門 一般病棟

一般病棟 一般病棟

ヘリポート
機械室

１階

２階

３階

４階

５階

塔屋階
阿南医療センター配置図（予定）

平成29年 平成30年 平成31年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

全 体
（
新
病
院
開
院
）

基 礎 工 事

躯 体 工 事

仕 上 工 事

外 構 工 事 等

既存棟改修工事

阿南医療センター新築工事スケジュール

今後は、医療センター建築工事の進捗状況などのようすを紹介します。

準備工事・地盤改良工事

躯　体　工　事

仕　上　工　事

外　構　工　事解体工事・浄化槽設置工事

既存棟改修工事

建　　築　　工　　事　（　24　カ　月　）
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